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○２学期終業式にあたり（振り返り）
２学期終業式を向かえることができました。皆さん、長丁場の２学期を無事過ごすことができましたか？

夏期休暇中の各種イベントや部活動等では多くの生徒の皆さんが活躍してくれました。

２学期に入ってからも引き続き、部活動では新人大会で女子ハンドボール部が優勝、第４１近畿高等学校総合文

化祭滋賀大会で放送部をはじめその他の部も入賞するなど、それぞれが大いに活躍してくれました。

代表して２クラブの名前をあげましたが、運動部・文化部とも朝夕を問わず、日頃から部活動に取り組み、成果を

残してくれていたことに感謝します。

しかしながら、８月中旬以降、新型コロナの第五波の影響（デルタ(インド)株の感染拡大）により、２学期の始業式

は、８月３１日（火）に学年別で登校してもらい、学年ごとに連絡事項を伝えるという形式で行いました。その折に、

岩出保健所長の雑賀博子さんから音声によるコメントもいただき、コロナ禍の中、これから先、如何に気を付けて乗

り切っていかなければならないかということを中心に、９月からの分散登校の在り方や今後の授業の進め方等につ

いて説明しました。特に、進路決定を控えている３年生には、この状況を踏まえて、家庭や先生方とよく相談しながら

自ら進んで進路開拓を進めていって欲しいというお願いしました。さらに、「体育祭」、「文化祭」を中止せざるを得ない

状況になったことを伝えさせていただきました。苦渋の決断とはいえ、皆さんの最大の楽しみを奪う形となったことは

心苦しい限りです。

しかし、その後、「体育祭」は、１０月に規模を縮小して

実施することができました。皆さんの溌剌とした笑顔と、

３年生が演じたフォークダンスをはじめとするパフォーマン

スはとても感動しました。

コロナ禍第五波の影響は大きかったですが、分散登校

期間中、１人１台ＰＣを活用した双方向によるオンラインの

授業展開が行われ、授業作りや学習活動において、新たな可能性を見出す機会となりました。

これまで、当たり前のようにできていたことができない中、今まで感じなかったストレスを抱えた人も少なくなかった

でしょう。先のことを考えると不安なことばかりが募ってきそうですが、この時期だからこそ、「今何ができるかを考え、

物事をポジティブに捉えて行動する」ことを探ってみてください。 コロナを言い訳にせず、コロナだからこそできること

を模索していって欲しいと願います。

１０月、２年生の「キャリア教育支援授業」で行った大阪体育大学教授の岸田正幸先生コーディネートによるパネル

ディスカッションでは、「メタ認知」をキーワードに、これまでの自分自身の振り返りをしました。

登壇したクラス代表の７名の生徒もフロアにいる生徒も、改めて自分自身を見つめ直す機会となりました。生徒の

感想からも、自らを振り返り、次の一歩を踏み出すきっかけとなったことが伺え、何より良かったと感じました。

１１月、仁坂吉伸和歌山県知事の特別講演会がありました。「いい人との出会いを大切に。自分で考える力を養

おう。そのために、聞くこと学ぶこと知ることを大切に。一度きりの人生、無限の可能性を信じて本気で迷い、挑戦し

ていこう。」という内容の御講演でした。その後、各学年から代表生徒４名が質問に立ち、堂々とした姿勢で直接知事

とやりとりしてくれました。仁坂知事は、最後に「①“日々の感激”を大事にして人生を楽しくする。②辛いことがあって

も“いつか終わる”で乗り切る。③失敗したことをいつまでもくよくよせず“まあいっか”で終わらせる。」というメッセージ

をいただきました。

その他にも、１０月３０日（土）、１１月２０日（土）の２回にわたって実施した「中学生部

活動見学」には、両日とも１００名を超す生徒や保護者の方々が来校、本校への期待

度の大きさを実感することができました。次の後輩たちを迎えるためにも、それぞれが

「今を充実」させていきましょう。

以下、写真とともに２学期に行われた主な取組を紹介します。

１０月：体育祭風景

１１月：知事講演会１０月：パネルディスカッション

玄関前ホワイエギャラリー



○コロナ対策は今後も気を抜かずに取り組もう。
和歌山県内では、現在、感染者数は収まってはいるものの、コロナ禍は、未だに、いつ、どの学校でも、どの生徒

でも、どの教職員でも感染して陽性者になってもおかしくない状況にあります。今後、オミクロン株が拡大しそうな勢い

にあるため、明日から冬季休暇となりますが、くれぐれも「コロナを正しく恐れて、感染症対策を緩めず徹底し、感染

しない環境作り」を継続して行っておいてください。

・「スタディサプリを使った健康観察（検温）」、「手指消毒・うがい」、「マスクの着用」

・「三つの密（密閉・密集・密着）の回避」を忘れずに！

○年末年始の過ごし方・「振り返り」と「目標設定」
・３年生･･･いい卒業式を迎えよう。

進路決定した生徒は、これから次のステップへ進むための準備期間として、自分に何が必要かをよく考え、こ

れまでできなかったことに取り組もう。この機会にじっくり本を読んでおくことも大切ですよ。

進路未決定の生徒は、ここからが正念場です。どっしりと構えて、最後の最後まで諦めず、粘り強く取り組もう。

結果は必ずついてきます。吉報を祈ります。

・２年生･･･自分の進路を見つけよう。

パネルディスカッションでも経験した「メタ認知」をしながら、目標設定をしていこう。自分の目標に応じて、これ

からやるべきことを見つけ、次につながる取組をしよう。

・１年生･･･自分の強みを伸ばそう。

自分にとっての強みは何か？学習活動、部活動、生徒会活動などで活かせる場面はないかを考えてみよう。

那賀高校に来たからこそできることを探してチャレンジしてみよう。

何はともあれ、健康第一、交通事故等にも十分気を付けよう！

10.19 クリスチャンカレッジOn Line交流 10.26 岩出市政15周年記念吹奏楽部による演奏会

11.17 喫煙防止講話（上田内科クリニック） 11.24 思春期講演会（岩出保健所） 12.13 台湾とのOn Line交流

12.14 和歌山国際ネットワークOn Line交流 10.31 県ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ大会出場 12.18 わかやま高校生ｸｲｽﾞin English第３位


